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市長と語ろう タウンミーティング（生地） 

平成２３年１１月２５日（金） 

 

 

市民Ａ 

 Ａと申します。 

 今晩のこの会合に何とか出席したいと思いまして、今日、一日ございませんけど、しば

らく時間をとって、11月の広報などに目を通しておりました。それで、広報そのものでは

なしに、一緒にくっついてきました議会だよりですか、議会の要点をプリントしたものが、

多分９月議会だったと思うんですけれども、ついておりまして、その中で、あれっと思っ

たのがあるんです。それは、総合計画でなくても、市が当然掲げております新幹線、ある

いは市の庁舎、市民病院、それから、消防庁舎等々の大型プロジェクトがあるわけですが、

それに加えて区画整理事業も入っておったと思います。そういう大型プロジェクトがそこ

でどんどんやっていくものだから、我々の身近な要望が全然邪魔されてしまっているんだ

というふうなことを、一般質問ですか、代表質問かわかりませんけど、議員が堂々と述べ

ていらっしゃる。そういう人がいらっしゃるんだなということをあれあれと思って見てき

たわけですが、どんなものですかね、市長さん。私はそうは思いませんけれども、そうい

う議員さんがおるということですね。ちょっとあれっと思いましたけど。総合計画、直接

関係ないかもしれんけど、大型プロジェクトの進め方と議員さんまで含めた一般の人たち

のとらえ方が随分ギャップがあるんじゃないかなと思った次第でございます。 

 

市長 

 ありがとうございます。 

 ９月議会などでも市全体の大きな事業の推進と、先ほども言いましたが、地元に密接な

地区の要望等のバランスというものは大変大事だというふうに思っておりまして、議員さ

んもそのことにつきましてはよく理解はしておられるんですが、それでもやはり議員さん

は地区の代表の議員さんという、そういうところもございますので、できるだけ地区の要

望については１つでも多く、少しでも早くというのを主張されるのも議員さんの立場では

ないかなというふうに思いますので、そういうご意見もいただきながら、大型事業と地元

の各地区の要望をバランスよく実践していきたいというふうに思います。ただ、地元の生

活に密接した要望をやれやれと言っているだけではいけないので、私は、先ほど言いまし

たように、来年度予算を編成する前に毎年地区要望会を開かせていただいております。 

 これは、以前は各地の要望というのは、いろんな機会にばらばらに入れてこられておっ

たんですが、そうじゃなくて、予算編成前にきちっと期間を決めて、しかも、16地区平等

に、そして、しかも、その地区の中でその要望に対しても優先順位をつけてもらって、そ

して、出してもらう。それが、今年は来年度予算に対して332件、１地区大体平均20件出

てきております。地区によってはかなり地区の中で議論をし、優先順位を決めて、数も絞

って出されるところもあります。大きな地区でありますが、地区で10件、しかも、町内１

件というふうに決められている。それぞれのその地区の中での町内で何を来年度実現して

ほしいのかという１件に絞って、そして、地区で10件に絞って出されるところもあります
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し、中には、30件、40件というふうに各地区から出されるところもあります。そういう中

で、この時代でありますから、地区要望につきましても、あれもこれもというわけにはな

かなかいきませんので、その地区の中で議論をされて要望していただいたものにつきまし

ては、できるだけ早く実現したいということで、全地区で合わせて年間100件程度予算化

できればいいかなと、そういうこともきちっと説明しておりますし、また、我々の考え方、

回答につきましても、今は文書で各地区にお返しをしておりますので、そういう点からす

れば、地区との信頼関係を築きながら進めてまいりたいというふうに思っていますので、

言われることはそういうふうに言われることもありますが、その辺は信頼関係を築くとい

うことが大変大事ではないかなというふうに思っております。 

 

事務局 

 Ａさん、よろしかったでしょうか。よろしいですか。 

 

市民Ａ 

 議員さんというのは、仕事を持って帰って、何度もその続きをするわけだね。仕方ない

んでしょうけど。わかりました。 

 

事務局 

 ほかにご意見、ご提言はございますでしょうか。 

 ただいまご説明をさせていただいた件のほかにも、総合振興計画ということでございま

すので、日ごろ思っておられること等ございましたら、ぜひこの場でご発言、ご提言をい

ただければというふうに思っております。よろしくお願いします。 

 

市民Ｂ 

 こんばんは。私は、田家から来ましたＢといいます。 

 今、今回も４地区でタウンミーティングがありましたけれども、小さいところですけれ

ども、田家とかでもやってもらえたらいいなと。ほかの地区へ来て、こういうふうにして

発言するのはとても気恥ずかしくて、そういう機会があればいいなと。それと、私は女性

のほうなので女性団体にも随分かかわっていますけれども、女性団体だけで市長さんのお

話をみんなに聞いてほしいので、するとたくさん来られるんですが、そういうふうにして、

相手を変えるというか、ターゲットを変えて市長の話をもうちょっとすれば、ＰＴＡの皆

さんだとかそういうふうにして、ほんとうに話を聞いていただきたいなと思います。先ほ

どから言われましたように、大きなプロジェクトが、病院であるとか、市庁舎であるとか、

新幹線であるとか、消防庁舎であるとか、いっぱいありますので、１人でも市民の皆さん

にそれぞれの耳で聞いてほしいなと思います。 

 それと、もう一つ、せんだって、コラーレで皆さんの獅子舞であるとかの郷土芸能が一

斉に行われて、あのときは、コラーレ、座る場所もないくらいに、子供さんから親御さん

からじいちゃん、ばあちゃんまで来ておられました。出られる皆さんも休んだり大変だと

は思いますので、毎年とは言いませんけど、ああいうのを何年に１回でもいいから見せて

いただけたら市民としてうれしく思います。 
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 以上です。 

 

市長 

 ありがとうございます。 

 毎年恒例のタウンミーティングは、中学校校下単位で４カ所で開かせていただいており

ます。田家地区につきましては、今は、今回のこの間のタウンミーティングにつきまして

は、石田交流プラザで、田家、石田、東布施地区などを中心として開かせていただいてお

りまして、そういうところで行うタウンミーティングにつきましては、これからもやって

いきたいというふうに思いますが、以前も言っておったんですが、もっと違った会、女性

の会でこういう意見交換なりお話をさせていただいて意見交換をするとか、もっとＰＴＡ

の皆さんとか若い方々、青年の方々のいろんなグループなどと、今のまちづくりなり将来

の展望なりをお話しさせていただいて、意見交換をさせていただく機会があればいいなと

いうふうには思いますので、そういうリクエストを町内なり各団体からしていただければ、

スケジュールさえ調整させていただければ、幾らでもやらせていただきたいなというふう

に思っているところでありますので、どんどん、今言ってすぐというわけにいきませんの

で、来年度なら来年度に入ったら、こういう時期に、こういう単位でやってほしいという

ことであれば、できるだけ実現したいと思います。 

 次に、コラーレで行いました合併５周年記念をお祝いしまして、郷土芸能の祭典をさせ

ていただいて、大変たくさんの方にも来ていただきましたし、４時間ぐらいですか、時間

も４時間ぐらいありまして、多少お客さん、見ておられる方の地区ごとの出入りもあった

んですが、それでもかなり人気がありましたよね。ぜひこれからも、もっと毎年という声

も随分聞きましたし、毎年とは言わんけれども、時々こういうものをぜひこれからはやっ

てほしいというようなご意見もいただきましたので、獅子舞とか稚児舞とか、いろんな各

地区で大事に守り育てておられる、そういう郷土芸能などをもっと広く見てほしいという

お話でありますので、そういう機会をこれからもう少し頻繁につくっていきたいなという

ふうに思っておりますので、実際参加される方々のご意見もお聞きしながらなんですが、

ぜひそういう郷土芸能を育てて守っていただいている方々をこれからも支援していきたい

というふうに思っております。 

 

事務局 

 Ｂさん、よろしかったでしょうか。 

 ほかのご意見、ご提言もいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

市民Ｃ 

 こんばんは。いつもありがとうございます。Ｃです。 

 今日は、水の保全と、それから、生涯学習の推進ということで質問させていただきます。 

 まず、水の保全ということで、今、神明町のほうは、県からの事業でバルブを埋めさせ

ていただきましたのが何軒かあります。その後は全然進んでおりませんが、ごらんのとお

り、たくさんのうちがどんどん建ち並んできました。水道の本管がどこまで来ているのか、

この後、新しい家を建てられる場合も、皆さん、井戸を掘られます。私が心配しているの
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は、たくさんの水が吸い上げられれば圧が下がり、水が少しずつ塩分化してくるのではな

いかというのが心配なところです。その点、どう考えておられるか、本管はどのほうまで

の工事が進んでいるのかお聞きしたいと思います。 

 それと、生涯学習課ですけれども、私たちボランティアといたしまして、いろんなとこ

ろへ研修に行かせていただいたところ、人材育成についてどうやっておられるかという話

を聞いたところ、大体、金沢もそうなんですけど、新潟も、生涯学習課の中に観光育成コ

ースみたいな、観光コースのようなものを設けておられまして、そこを卒業すると認定証

をいただき、ボランティアになられる方はなられるという、そういうことをやっておられ

ると聞きました。ぜひ黒部市でもそういうコースをつくっていただけないかという思いで

おります。よろしくお願いいたします。 

 

市長 

 ありがとうございました。 

 まず、水道の話なんですが、水道事業につきましては、先ほど説明しましたように、企

業会計ということで、毎年の予算の中でいろんなパイプの延長などをさせていただいてお

りますが、そういうどこを優先的に整備していくかということなどにつきましては、お客

さんがたくさん利用してもらえるところから優先的にパイプを延ばしていっております。

そういう意味では、今、Ｃさんが心配されるように、生地地区などでは掘り抜きの井戸の

方がかなりおられます。何百軒ぐらいおられるかということも聞いておりますが、そうい

う方々が、例えば水道パイプを延長していったときに、積極的に水道さえ通れば入ってや

るよというふうに言ってもらえる方が多ければ、それこそすぐにでも延ばさせていただき

たいなというふうに思います。なかなか加入してもらえないのではないかというような心

配があってそのような地区につきましては、パイプが、本管が延びていないところがござ

います。その辺は、生地地区の皆さん方のいろんなご意見をお聞きしながら、管の延長を

していきたいというふうに思っております。 

 この堀り抜きの地下水の状況につきましては、県のほうで調査をしましたが、今のとこ

ろすぐには影響はないだろうというようなふうには聞いておりますが、将来的には、海の

ほうの塩分が地下水のほうに影響するというのは、入善町さんなんかの状況を聞きますと、

海辺の井戸に塩分がまざってきているところがかなり増えてきていますので、その辺の、

地下水のほうの水圧が海の水に負けるようになったら、やはりそういうことも出てくるだ

ろうというふうに思いますので、今のうちからできるだけ上水道のほうに加入をしていた

だけるように、積極的に管の延長などは進めていきたいというふうに思っております。 

 それから、生涯学習の話で、観光コースのことにつきましては、確かに今、大変熱心に

取り組んでいただいておりますので、そういう方々を、観光ボランティアになられるよう

な方々を増やしていくとか、あるいはいろんなそういうスキルアップ、能力アップなどに

も役立つことというふうに思いますので、そういう認定コースというのか、そういうもの

などの設置についても、今、ご提案いただいたように、これから検討していきたいという

ふうに考えます。 

 今現在、何人ぐらいおられますか。実働20人ぐらいですか、生地のほうは。 
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市民Ｃ 

 28人みえるんですけど、生地、あと、宇奈月とか、三日市の団体で総合的なものにして

いかなければならないので、皆さん一斉にできるように、新幹線にあわせて、生地だけで

はなく皆さんそういうふうに思っておられますので、皆さん前進できるように整備してい

ければと思っています。 

 

市長 

 かなり限定の方だけで、おそらくご苦労をおかけしているというふうに思いますので、

そういう観光ボランティアの方々がもっと増えるような、そういうふうな取り組みをこれ

からしたいというふうに思います。 

 

事務局 

 Ｃさん、よろしいでしょうか。 

 ほかの方々からもご提言、ご意見をいただきたいと思います。どちら様からでもよろし

くお願いします。 

 

市長 

 まだまだ時間がありますし、今日は限られた人数でありますので、ひざ詰めで、遠慮な

く思い切ったご発言をしていただいても結構ですので。 

 ほんとうに気軽に発言をしてください。全く私は構いませんので。 

 さっき大型事業と地元の要望の実現のバランスが大事だということを言いました。また、

財政健全化、いろんな事業を積極的に推進するということと、財政の健全化の両立も大事

で、そこに注意しているという話をしましたが、その考え方でありますが、毎年、今言っ

ているような大型事業などを含めて投資的予算を、総合振興計画を立てるときに、毎年当

初予算を30億円程度でやっていこうというふうに考えます。そして、10年間、それを実施

したら約300億円の投資事業をしようと。その300億円って、なら何をするのかということ

を総合振興計画の中で位置づけをして、前期がほぼ終了しそうだと。そこはおおむね順調

にやれた。後期はまだ、いろんな震災の影響とか、政権がかわったことによる影響などを

考えながら、なら後期はどうしていくかというようなことで今進めております。 

 そこで、財政の健全化の両立なんですが、30億円の投資事業をするのに、要は新たな借

金というのも年間15億以内にしようというふうに決めて進めております。年間15億ぐらい

の新規の新しい借り入れをして、そして、よく言われる公債費比率というのは、借金をど

れだけ返せますかという比率ですから、借金は毎年、今、20億円余り返しています。元利

で20億円ほど返していますから、15億円の新たな借金をしていても借金は増えないで徐々

に減っていっています。そこのバランスといいますか、考え方をきちっとしていなかった

ら、ある程度、この事業をしたら、ある年に突然借り入れが20億も25億もなったりすると、

当然返すよりも借りるほうが多いんですから、借金は増えるし、公債費比率は上がってい

きます。そこの返す分と借りる分の金額をきちっと確認をしながら、今、事業を進めてい

ますので、大型事業はいっぱいあります。でも、それは計画的に毎年平均化して、あまり

でこぼこをつくるとそれはまた困ります。 
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 ですから、今、消防庁舎をやっていますけど、消防庁舎は来年度で終わります。終わっ

た後に今度は市庁舎に取りかかる。あるいは、新幹線関連だったら、毎年、地域周辺整備

で40億円程度でやっていますけれども、毎年、大体平準化しながら、そこも見定めて、ほ

かの事業との予算のバランスも見ながら進めていますので、そういうところについては厳

しくチェックしていますので、これだけ事業をやっているのに何で借金を減らせないかと

言われる方がおられますけど、それは必ず減ります。返すよりも多くは借りませんから、

必ずその辺のことをチェックしながらやっていますので。 

 今、今年は21.2％の公債費比率、去年は22.8％です。今年は1.6％改善して21.2％、来

年には20％を多分切ります。19.8ほどになる予定です。20を切るのが来年度の目標です。

それで、その次はまた１％改善していって、18％台になって、18％の後半になって、次

は18％前半になって、平成27年度には18を切る。これは適当なことを言っておるんじゃな

くて、その年度ごとのこれからの総合振興計画の中で、大型事業、あるいは地元のそうい

う要望などの積み上げも加えて実際合計しながら、それに対して借入れはどれぐらいを切

るということを想定した上での数字を言っていますので、その辺については、これからも

しっかりチェックしながら進めてまいりたいなというふうに思います。 

 あとは、ここは今日、生地ですので、生地の中で、今、想定している以外のもので、こ

ういうものはきちっと早くやってくれとか、あるいはこういうものはもう少し効率的にや

れとか、例えば、学校の施設などにつきましても、生地小学校が耐震化になっていない、

こういうものをいつどの程度で改修するのか、あるいは中にはいつまで11校を言っておら

れる。これだけ都市化も進んでいるし、いろんな社会状況が変わる中で、その先のことを

ちゃんと考えておるのかという意見もあります。もっとわかりやすく言えば、生地小学校

と村椿小学校などの距離、あるいは生徒の数などを考えれば、将来どうするのかというよ

うなことなどにつきましても、そろそろ具体的に地元の皆さん方からいろんな考え方とか

意見が出てくるのではないかなというふうに思います。 

 学校の統合につきましては、平成25年、来年、再来年度までに東布施と田家の統合を具

体的に今検討しています。26年度から統合小学校になる。三日市につきましても、前沢と

できるだけ早い時期に一緒に統合したいというふうに考えておりまして、それぞれの地区

にいろいろ説明なり相談を皆さんにかけているところであります。 

 大きなものを動かすときには、言って１年や２年でできませんので、言い出してから４

年、５年という先の実現ということになりますので、あまりすぐ目先のことだけじゃなく

て、そういうことも考えながら、いろんなご意見をいただきたいなというふうに思ってお

ります。 

 

事務局 

 いかがでしょうか。今、市長が説明いたしましたが、こういうものについてご意見、ご

提言、ほかにその他、自分が今思っておられることがございましたら、ご提言、ご意見を

いただければと思います。 

 

市民Ｄ 

 まだ時間があるようなので、僣越ですけど、１つ、２つ。自分、途中から入場してきた
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ので、重複する部分があればあすみません。沓掛のＤといいます。 

 先ほど市長が言われた公債費比率の18％とかというのは、同じような規模の自治体の、

４万7,000人とか４万6,000人ほどの規模とか、同じような規模の自治体と比較した場合に、

お金の実質公債費比率18％未満というのは、自分は会計的なことはわからないんですけれ

ども、どれぐらい健全なものなのか。日本中でよくあるぐらいのところなのか、ほかの市

と比較した場合には、どういうふうにとらえておけばいいものなのかちょっとわからない

ので。十分安全なものですよということなのか、安全ではないけれども、堅実にやってい

けば十分というようなものなのか、よその自治体との、お金の動きとかというものはわか

らんものですから、まず、お金のことでいったら、18％という数字の意味することがもう

ちょっと詳しく知りたいのと。 

 あと、資料でもらった市民アンケートの分析結果という市民満足度。満足度のとり方は、

データのとり方でもかなり出てくるデータの結論は違ってくると思うんですけれども、市

長がもし見られていて、市長自身の認識と乖離するというか、ギャップがあるようなもの、

市長自身のやっている内容からしたら、もっと満足度が高いものがあってもいいのじゃな

いかなと、逆に市が一生懸命、行政側がやっているにもかかわらず、市民の満足度が低い

のは何でかなとか、出てきたデータと市長がとらえている認識との差は、とりわけ顕著な

もの、著しく、自分が一生懸命やっているのにもかかわらず、市民のほうの受け方は残念

だなとかって、何かそういうものがあれば、ＰＲの仕方が行政側が下手なのか、あるいは

実際に中の進捗具合が悪いのか、全く、出てきたデータそのものが行政側のほうの人たち

がとらえているものと一緒なのか、その２点、お金のことと、出てきているデータの認識

の仕方が行政側とも一致しているのかなということをお願いします。 

 

市長 

 ありがとうございます。 

 まず、財政健全化の中で幾つかの指標があるわけでありますが、大きな１つが、実質公

債費比率、実際、市の一般会計の予算の中で、公債費、借金の返す分としての金額、割合

を言っているんですが、それにつきましては、18％未満は健全という見方があります。そ

れを超えて、25％まではイエローカード、25％を超えたらレッドカードということになり

まして、18％未満のほうが安心しておられる。18％を超えると、県の許可を出さなかった

ら、新たな借金をとりあえずというふうなことにもなりますので、そういう意味では、今、

黒部市は20％を超えていまして、少し高いという状況ですが、県内の中でも18％を超えて

いる、魚津市さんも若干今超えています。あるいは、砺波市とか氷見市、超えているとこ

ろが数カ所ございます。ただ、今、黒部市がこの間一番高かったところで22.9％だったか

な、去年が22.8ですが、その前は22.9％だったんですが、高いところが、これはで何か無

駄なことをしたのかというようなことにつきましては、必ずしも私はそうじゃないという

ふうに思っておりまして、事業を積極的にやってきたところにつきましては、これぐらい

の規模の市でしたら、それは20％を超えるようなことは往々にしてあるというふうに思い

ます。 

 そこの中でも、例えば下水道、下水道などの整備につきましては、初期投資が莫大な金

額がかかって、それはインフラ整備であるし、将来やらなきゃいけない、やりたい事業で
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ありますので、それらを積極的にやってきて、今現在、下水道設備が85％ぐらいにまでな

ってきて、中間処理場もああいう立派なものをつくって、高度処理をして、ああいう処理

場、立派というか、高レベルな処理場をつくって、名水の里だからといって、処理も高度

処理、高水準な処理をしようというような施設をつくって、今まで取り組んできた、そう

いう結果が借金の残高として残っている。それに対して、ある一定率で返してきているも

のですから、返す率が、公債費比率が高くなったということでありますので、そういう意

味では、これまでかなりやっていただいた結果、金額も残高も残ってきたというふうに思

います。 

 それと、国のほうも、下水道なんかについては全額起債、借金でもやらせてくれておっ

たんですね。どんどんやれやれという感じの時代があったので、それに乗っかって積極的

にやってきた結果、こういうふうになってしまったので、だから、下水道整備なんかが低

いところについては公債費比率も低いです。だから、そういう意味では、何か特別悪いこ

とをしてきたわけではなくて、私は、この結果も仕方ないのかなというふうに考えており

ます。 

 ただ、時代が変わって、国のほうの政策も変わって、あるいはこういうふうに財政上厳

しくなってくれば、実際事業をするのと、財政の健全化をするのとの両立を目指さなけれ

ばならないのかなというふうに思っているので、右肩上がりの成長のときとは違いますの

で、その辺のバランスというのは非常に大事かなというふうに思います。 

 それから、ちょっと時間がありますから余計なことを言いますが、例えば、先ほど介護

事業などで、新川地域介護保険につきましては、黒部市は１市２町でやっていますが、平

均保険料が3,900円で県内で一番安いんですね。申しわけないですが、隣の市は4,800円で

す、今。ですから、月900円、保険料が違います。隣の市は一番県内で高いです。そこで、

安ければいいのかと、何で新川地域が安いのかというと、入所される施設の数が少ないん

です。魚津市さんは、県内で一番高いけれども、県内で一番施設の数が多いんです。そう

いう意味では、我々住民はどっちを選択するか。施設が少なくて料金が安くて、そのかわ

り申しわけないけど、結構待機者がおられます。そういう選択をするのか、少しぐらい高

くなってもいいから、もっと施設を増やして待機者を減らしてくれ、あるいは今、そうい

う施設入所は介護３以上の方しか入れていない。でも、介護１でも２でも、とにかく面倒

を見るのは大変だから、そういう人も入れてくれということであれば、施設をもっと増さ

なきゃいけないです。そのために、保険料、今、3,900円が6,000円にも7,000円にもなる

かもしれない。それでもいいというふうに皆さん方が言われるんだったら、そういう考え

方もあるということです。 

 これだけ高齢化が進んできましたので、来年度からの保険料の見直しをしますが、自然

増だけで月額1,000円ほど上がるだろうという国は試算していますけど、自然増だけです。

それに対して、今、黒部市なんかは、新川地域は施設が少ないということで、１つの増や

す計画を検討していますが、そのことによって、例えば、入所施設を100増やしたら、ベ

ッド数を100増やしたら、保険料で１人当たり大体200円余り高くなります。今の人口とか

高齢者の数とかで計算していくと、大体100床増やすと平均１人当たりの保険料が200円ほ

ど上がるということですから、こういう料金にしても、安ければいいというんじゃなくて、

どんな社会、地域をつくっていくかということですから、どんどんというわけにいかん
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な、1,000円でも2,000円でも上がってもいいから、もっとこうしたいというような意見が

あれば、そういう方向でまた検討しなきゃならないというふうに思います。 

 ですから、ちょっと横にそれましたが、公債費なんかでも18％以下にしながら、そして、

いろんな事業をどれだけ実現するかという、そのバランスが非常に大事だというふうに思

っています。 

 もう一つは何だったっけ。ちょっと余計な話をしたので。 

 

市民Ｄ 

 アンケート結果の……。 

 

市長 

 アンケート結果。私は、アンケート結果につきましては、皆さん方の思っておられるの

と、私が想像しておったのとほとんど一致しているなというふうに思いました。先ほどの

報告の中では、自然環境が豊かだとか、そういう保全の取り組みなどは高く評価されてお

りますが、特に地域産業に関しては満足度が低くて、特に商業、商業については満足度が

非常に低いという結果が出ました。私も、このとおりだというふうに思います。それから、

公共交通に対する満足度も低い、あるいは家庭教育の充実に対する満足度も低い、こうい

うことについてはそのとおりかなというふうに思っております。 

 なぜ黒部市は商業がなかなか発展しないのか。これもよく話をしたり考えたりするんで

すが、それは商業以外の、もっとわかりやすく言えば、工業、ものづくりの、要は雇用の

場所があるということ、あるいは農業なんかもまじめにちゃんと取り組んでおられますの

で、商業とかサービス面というのは、どうしてもリスクといいますか、商売は厳しいとこ

ろがありますので、そういうふうな事業につかれないで、一般的な工業に関するようなと

ころにお勤めになられる方が多い結果、商業が発展しないのではないかな。商売は非常に

リスクがありますから、なかなかうまくやっていくというのは厳しいところがありますの

で、そういう方が多いのかなというふうに想像します。 

 それから、公共交通についてもそのとおりです。おそらく満足度が低いというのは、バ

スとかコミュニティバス、あるいはコミュニティタクシーみたいなものをイメージしなが

ら、もうちょっと整備してよというような意見が多いのではないかな。鉄道については、

ＪＲ生地、黒部、あるいは地鉄の駅が、今、市内に15カ所もある地域でありますので、鉄

道などを利用したような生活をされている方については、ほかの地域から比べたらそれな

りの満足度はあるのではないかなと思いますが、それ以外のところにつきましては、車が

ないとなかなか生活しづらいというようなことからして、公共交通の満足度は低いのでは

ないかなというふうに思います。それらにつきましても、昨年度あたりからいろいろ実験

もしてきましたが、交通の不便なところについては、コミュニティタクシーとかバスなど

をこれからは計画的に運行していきたいなというふうに思っております。 

 

事務局 

 Ｄさん、よろしかったでしょうか。 

 今までご発言いただいた方、それから、まだご発言いただいていない方を含めまして、
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まだ思っておられることがございましたら、ぜひご発言いただきたいというふうに思いま

す。よろしくお願いします。 

 

市民Ｅ 

 生地のＥと申します。 

 先ほど市長のほうから、各地区から地区要望が出て、多数に上っておるということで、

私は、地区要望をまとめる立場から言いますと、私どものほうで30件近く出しておるわけ

でありますけれども、これは市長はご存じだろうと思いますけれども、必ずしも市への要

望というのではなくて、県や国への要望も含んでおります。ですから、大変大きい要望が

一朝一夕に実現するとは思っていない。そういうのは金額的に何十億、何百億に上るんじ

ゃないかなと予想されるようなことも要望しております。ただ、ほんとうにそういう気持

ちであるので載せておりますので、もしご存じなかったら、それについても出ておるとい

うことを皆さん方にご理解いただきたいと思います。 

 それで、地区要望というのは、私は毎年出しておるわけでありますけれども、そのほか、

この際のお願いというか、こういう点を配慮していただきたいなということを１つだけ今

回申し上げます。 

 実は、先ほども話がありましたように、東北大震災がありまして、３月11日、それ以降

ですが、安心・安全という対策で、特に生地地区というのは、海抜がゼロメートルとは言

いませんけれども、数メートル、高いところで４メートルか５メートルほどしかないと思

うんですね。それぐらいのところであります。 

 実は、10月の末に黒部市の消防団の総合演習がありまして、そのときに、地域に根差し

たといいますか、地域に張った訓練の仕方をしようということで、高波、あるいは津波を

想定したということで避難訓練を、住民の方に参加していただくという形をとりました。

そのときに、私の方からいきなり言った、そんなに、ずっと以前から言っていた話じゃな

かったものですから、訓練を行う町内からせいぜい20人ぐらいで、50～60人ほど参加して

もらえばいいかなと思って、各町内会のほうに要望したわけであります。しかし、周知の

仕方がいろいろと町内でずれがありましたけれども、その倍どころか、４倍ほどの方の参

加がありました。ということで、いかに大震災のことが身近に迫っておるかということを

私ども自身が感じておりますし、市民といいますか、生地地区の皆さん方が非常に深刻に

考えておられるわけです。 

 その際、じゃ、避難所はどこにするのかと。先ほども話がありましたように、生地小学

校が一番近いと。そして、鉄筋コンクリートで３階建てというのは、あそこと高志野中学

校。高志野中学校は大分遠いなという感じがありますし、これから避難場所の、今、既存

の施設ということで、生地小学校の耐震化を緊急の、喫緊の課題というふうに受け取って

いただきたいなということと。それから、生地地区に4,500人の人間がおるわけですから、

生地小学校へ押し寄せたら大変なところになる、不可能に思うわけです。ということで、

もう少しそういうふうに、新たな避難所というのは大変すぐにはできないと思うんですけ

れども、私ども、今どこに目を向けたかといいますと、この近くにＹＫＫという大企業が

あります。あそこらをここから見ますと、大変高層の建物、４階、５階ぐらいの建物もた

くさんあります。そういったところを、緊急の場合には避難できるような、市から企業の
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ほうへお願いするというか、協力方をしていただくというようなこと、そういったような

ことを言っていただきたいなというふうに。何人からもそういう要望を聞いております。

ということで、そういったようなことを、これは物をすぐつくるというだけではなくて、

黒部市全体として、企業も市民も一体化するという意味で、そういうのでちょっとご努力

をお願いできないかなというふうにお願いを申し上げたいと思います。 

 以上でございます。 

 

市長 

 ありがとうございました。 

 10月の防災訓練、津波、高波などを想定した防災訓練、私も参加させていただきました

が、大変多くの方が熱心に参加いただいておりまして、関心の高さを感じることができま

した。そういう中で、生地小学校、今、耐震調査をしておりましたが、かなり想像したよ

りも強度があるという結果が出そうでありますが、いずれにしても足りないところもあり

ますので、耐震化についてはできるだけ早くしたいなというふうに思います。さらに、生

地小学校の屋上に私も上がらせてもらいましたが、かなりの人数がとりあえずは上がれる

のかなと思いますが、その辺の、今、屋上のところにもフェンスが張ってあって立ち入り

ができない箇所もありますし、その点、どういうふうに今後避難所として利用することが

可能かどうかということも検討させていただきたいなと思います。 

 それと、ＹＫＫさんの関係なんですが、これもＹＫＫさんに避難所としてＹＫＫさんの

建物の一部を利用させてもらうというような調整などについては、具体的な相談をしてい

きたいなというふうには思います。 

 ただ、もう一つ考えなきゃいけないのは、今、防災訓練もそうですし、ハザードマップ

なり避難所なり避難経路なり、いろんなことを検討、準備もしてまいりましたが、災害の

種類によって、今、津波とか高波、あるいは黒部川の洪水の場合、いろんな災害の種類に

よって、しかも、その災害が何時ごろ起きるか、日中、平日、みんなが家庭にいる時間に

起きる場合もあるかもしれませんが、夜中であったり、あるいはみんなが学校へ行ってお

ったり、勤めに行っておったりした、そういうときに災害が起きるかもしれない、いろん

なケースがあると思いますので、それぞれの住民の皆さん方にぜひお願いしたいのは、自

分が考えられるいろんなケースによって、自分はどう避難したり行動したりというような

ことをしようかということについては、これは個々で考えてもらわないと。全部自宅にお

る、自分の家から避難所がどれだけの距離で、どこを避難経路として通っていくかと考え

ておっても、自宅にいないことのほうが多いんですから、学校におるかもしれんし、どこ

か外を歩いているかもしれんし、車に乗っているかもしれんし、そのときにどうするかと

いうのは、それぞれの個々がいろんなケースを考えて、ふだんから家庭、あるいは地域で

いろんな相談をしておいてほしいなと思います。 

 そういったことで、ＹＫＫさんの建物にしても、例えば夜中、津波が起きたとか、災害

が起きたときに、その鍵の管理をどうするのかとか、あるいは土曜日とか日曜日とか休み

の日の災害のときはいろんな管理のこともありますし、中のどの階段なりを使って、どこ

まで避難するのかというようなことについては、お互いにきちっと管理者がおるときなら

どうでもできますが、いろんな想定をしなきゃいけないんだろうなというふうに思います
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ので、そういう中で、どこまでＹＫＫさんも協力していただけるのか、そういうことにつ

いては今後詰めていきたいなというふうに思いますので、建物のビルでは、ここなら大丈

夫と思えるような建物が幾つもありますが、どこまでお互いに連携がとれるのかというこ

とについては、早く詰めたいなというふうに思っております。 

 

事務局 

 Ｅさん、よろしいでしょうか。 

 最初にお話しさせていただきました予定終了時刻、あと10分程度というふうになってま

いりました。あと１名ほどご発言いただければお時間になるかなというふうに思っており

ます。ご協力とご理解のほうをよろしくお願いいたします。 

 ということで、ご意見のほう、ほかにございますでしょうか。ぜひご発言いただいて帰

っていただければというふうにも思いますので、よろしくお願いします。 

 

市民Ｆ 

 黒部川の氾濫に備えてのハザードマップというのが配られていますね。あれを見てみま

すと、100年確率の雨で、２日間で四百何十ミリとかという数字が出たと。それで、雨と

いうやつは、ある日、例えば午後３時に四百何ミリどかっと降るはずはありませんので、

２日間かかって降ってくるということになると、これは大変な雨だなと。それから、いろ

んな、テレビとかラジオ等とかでも警戒せよというやつがどんどんどんどん入ってくると

いうことで、あらかじめわかるんだけど、地震と津波というやつは、あるとき突然どかん

と来ますね。それで、これは幾ら地震予知が合っていても、そんなに長い時間を待ってお

ってくれるわけではない。しかも、今の東日本というのは、あの規模の津波がもし、もし

ですよ、ここへ来たら、ご存じのように、のっぺらぼうになって平らな地形ですから高台

なんてありはしません。小学校の３階建てだって限られていますよね。そうすると、その

ときは私はもうあきらめますというようなことを言うたら、総合計画に非常に支障をきた

しますわね。 

 

市長 

 県のほうで、今、呉羽沖断層とか糸魚川沖とかいろいろ調査して、大分結果は出たよう

でありますので、そういうものの調査の結果が今後発表されるというふうに思います。そ

の中で、太平洋沖などで起きたような地震と津波が日本海側でも可能性があるのかどうな

のか、おそらく、今最大これぐらいの津波は起きる可能性があるというものを県が今年度

中に発表しますが、いろいろ聞いている中では、おそらく発表は、10メーターからの結果

になるのではないかなというふうに、最大起きても。過去のいろんな、能登で起きた17メ

ーターとか20メーターとか、どこまで行ったら30メーターあったとかというようなことで

はなくて、日本海側の富山湾周辺では、この生地とか村椿とか石田の海岸では最大どれぐ

らいが想定できますというものは県が発表します。それを受けて、なら我々はどういう対

策をとっておかなければいけないかということになりますので、今の太平洋沖のものと同

じものがこちらに来る可能性というのはどれだけあるのかというようなことになりますの

で。ですから、県が、例えば最大10メーターぐらいの津波は起きる可能性があるとかとい
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うことになれば、10メーターに対処した対応をするということになりますので、あり得な

いこと、20メーターとか30メーター、あり得ない想定をしたってしようがありません。今

の我々が住んでいるここでの条件の中で、最大どれぐらいというものは、今きちっとした

調査の結果で発表されますので、そういうものを見て、今後対応していきたいなというふ

うに思いますので。日本全国同じ条件では、いろんな地形とか活断層の位置等、そういう

ことによって条件が変わってきますので、それを受けての対応というふうになるのではな

いかなというふうに思います。あきらめなくても大丈夫だと思いますので。そこの高架橋

の上まで上がれば10メーター近くはありますので、あれ以上高いものはおそらくないだろ

うというふうに、私は今、そういうふうに期待しているんですけど。 

 

市民 

 私、ここの標高が３メーター何ぼとかとなっていますから、とてもじゃないが逃げ切れ

んなと思っています。 

 

事務局 

 Ｆさん、よろしかったでしょうか。 

 それでは、これまでいろいろなご意見をいただきましたが、予定の時間が迫ってまいり

まして、以上で本日のタウンミーティングを閉じさせていただければというふうに思って

おります。 

 

―― 了 ―― 


